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【講演 7】下総台地における加曽利 EIII • N式士器の
編年学的研究の現状と課題

加曽利 EII式土器／加曽利 Em式土器におけるキャリパー形土器

加納実

横位連携弧線文土器（加曽利 EIII式期）に伴うキャリパー形土器群を、加曽利 EII式土器のキャリパー

形士器と区別する特徴として、 4点の様相を示したが、キャリパー形士器のみの分析によって EII式と E

I11式士器の境界を明瞭に線引きすることは困難であると改めて捉えた。

ただし住居跡からキャリパー形土器が単体で出上した場合、この住居の設営・廃棄時期が加着利 EII式

期新段階であるのか、もしくは加曽利 EIII式期古段階であるのか、そのような判断を迫られる状況では、

同一遺跡での一括資料のあり方や、遺跡出士士器群総体の様相から、個別の判断とせざるをえない状況に

ある。

加曽利 EII式土器／加曽利 Em式土器と大木8b式土器／大木9a式土器

筆者は加曽利 EIII式士器の成吃と大木 9a式士器の成吃が、概ね軌を一にしているとの認識を示してき

たが、詳細に観察すると再検討の余地がある。

柏市林台遺跡 52号住では、大木 9a式上器に横位連携弧線文上器が伴うことから、加着利 EIII式上器

古段階と捉えることができる。一方、流山市小谷貝塚 SK34では、大木 9a式土器には連弧文土器（横位

連携弧線文士器以前の士器群）が伴うことから、加曽利 EII式士器新段階と捉えざるを得ない。このこと

から大木9a式士器は、加曽利 EII式士器新段階から加曽利 EIII式士器古段階に跨るものと把握しておか

なければならない。

下総台地における編年学上の薗且薗吾と解消

港北ニュータウン地域での石井寛氏の一連の集落分析を学ぶ過程のなかで、千葉市中野僧御堂遺跡第8

号住出土上器群については、港北ニュータウン地域にあっては加曽利 EN式期と把握されているとの認識

に至り、港北ニュータウン地域における編年観と、下総台地で一般的に用いられている編年観の対照が求

められている状況に鑑み、千葉市中野僧御堂遺跡第8号住出士士器群については、加曽利 EW式期と捉え

直した。

ここで問題となるのは、従来、加曽利 EIII式期新段階として捉えてきた千葉市中野僧御堂遺跡第8号住

出土士器群を加曽利 EW式期として捉えなおした場合、下総台地における加曽利 EIII式期新段階の標準的

な個体を示す必要である。これについて暫定的ながら、酒々井町飯積原山遺跡例上器群 ((9)SI148 • (78) 

SK497) を充てておいた。

下総台地における編年と所謂“新地平編年”との対照

新地平グループによる多摩・武蔵野地域における編年観の提示と集落分析は、今後も当該地域における

編年学的研究及び集落研究を牽引していくであろう。この状況に鑑み、新地平グループの各研究者による

-199 -



【講演 7】下総台地における加曽利 Eill・IV式土器の編年学的研究の現状と課題

加納実

一連の多摩・武蔵野地域における編年観と、下総台地における編年観の対照を示した。

例えば、黒尾和久氏によるあきる野市前原遺跡・大上遮跡出上上器群による編年、立川市向郷遺跡・国

立市緑川東遺跡出土土器群による編年、東京都羽村市山根坂上・羽ケ田上遺跡出土土器群による編年と、

下総台地における編年を対照すると、概ね、

新地平編年下総台地編年

12c期 加曽利 EIII式期（古段階）

13a期 加曽利 EIII式期（新段階）

13b期 加曽利 EIV式期

と捉えることができる。

このあたりの対応関係については、大内千年氏が示した編年対応関係（大内 2008) によくまとめられ

ていることから、これを示しておいた（図 1 • 2)。
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図 1 下総台地における編年と所謂“新地平編年”との対照（意匠充填系土器） （大内2008を改変）
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図2 下総台地における編年と所謂“新地平編年”との対照（横位連携弧線文土器） （大内2008を改変）
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